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社会福祉法人みささぎ会 

 



 

 

社会福祉法人みささぎ会 法人訓 

 

 

私たち、みささぎ会に関わる者は、『先憂後楽』を旨に、福祉の基本であ

る「しあわせ」を追求します。 

日々、心には「感謝」を、顔には「笑顔」を常に忘るることなく、精進

することを信条とします。 

 

 

行動指針 

 

一. 探究と開拓 

一. 自立と挑戦 

一. 情熱と実行 

 

 

私たちは、「あったらいいな」という事業・サービスの開拓を探究し続けます。 

 

私たちは、自己の能力を最高度に発揮し、新たなる事業の源泉とします。 

 

私たちは、誠実であることを誇りとし、情熱を傾け、想像と創造を旨に喜び

のたねまきを行い、我も他も生きがいのある世の中にする事に寄与します。 

  



 

 

職 員 陵 七 ヶ 条 
 

 

学べば為すあり 

君子の道に志すや、則ち学び、則ち思ふ。 

昼日之を学び、暮夜之を思ふ。 

思えば得るあり、学べば為すあり    吉田 松蔭 

 

 

 
一. 至誠にして動かざるものは、未だ之あらざるなり 

一. 素志を持つ 

一. 夢の貯金をしておく 

一. 現場主義をつらぬく 

一. やると決めたら、できるまでやる 

一. いつかではなく、いま学べ 

一. 必要なのは実力よりやる気 
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令和 3 年度ソーシャルリレーション事業 報告書 

〇総合生活相談 
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４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月

令和３年度 総合相談件数 35件

紹介経路 件数 性別 件数

社会福祉協議会 23件 男 24件

市役所生活支援課 7件 女 11件

社会貢献支援員 4件

居宅介護支援専門員 1件 年齢 件数

10代 0

世帯の特徴 件数 20代 5

コロナ減収 15件 30代 8

各種滞納 14件 40代 11

精神障がい 6件 50代 5

病気 5件 60代 2

高齢 4件 70代 3

引きこもり 4件 80代 1

児童 3件

母子 2件

ホームレス 1件

虐待 1件

DV 1件

アルコール 1件
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 今年度の相談件数は 35 件、内実際に支援した件数は 24 件であった。（経済的援助：23 件、尽

心庵：１件、就労支援：１件）※重複カウントあり 

紹介経路で、社会福祉協議会の割合が多くなっているのは、コロナ禍で社会福祉協議会に生活

福祉資金や緊急小口資金の貸付けの相談に行った際、社会貢献事業の案内を受けるケースが多い

からである。その為、世帯の特徴でも、コロナ禍による仕事の減収や各種滞納しているケースが

多い。また、直接コロナの影響はなくても、精神疾患や病気を理由に働けなくなり、社会福祉協

議会に相談される方も複数名おられた。就労が今後も困難だと思われるケースでは、生活保護を

申請し生活を立て直せるよう支援を行った。 

 自立支援事業による住宅確保給付金の支給では、令和元年は支給済額 5.8 億円に対して、令和 2

年度は 306 億円と 34 倍であった。また、生活困窮と関連する様々な社会状況（※下記表）でも

分かるように支援を要しつつもまだ支援に繋がっていない人がいることが推察される。 

 

 

 今後の取り組みとして、令和３年 11 月に藤井寺市社会福祉連絡会で、CSW 及び社会貢献事業

の窓口担当をエリア毎に決めたので、施設間で顔の見える関係を築き、各施設と連携しながら支

援を行っていけるよう情報共有（受付表の活用、ICT 化：LINEWORKS の活用）や連絡を密に

して、CSW として実践する人を増やし、地域福祉の底上げを目指していきたい。 
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 令
和

３
年

度
　

社
貢

献
相

談
内

容

令
和

４
年

3
月

3
1
日

現
在

N
O

初
回

面
談

日
紹

介
経

路
年

齢
性

別
世

帯
数

相
談

内
容

対
応

連
携

し
た

関
係

機
関

経
済

的
援

助

申
請

金
額

1
4
月

5
日

社
会

貢
献

支
援

員
3
9
歳

男
性

独
居

家
賃

2
ヶ

月
滞

納
で

退
居

。

○
尽

心
庵

利
用

（
4
/7

～
5
/1

）

○
転

居
・

転
入

手
続

き
や

引
っ

越
し

後
の

洗
濯

機
や

家
電

等
支

援

社
会

貢
献

支
援

員
2
5
,0

0
0
円

2
4
月

9
日

藤
井

寺
市

社
会

福
祉

協
議

会
4
0
歳

女
性

母
子

ど
う

し
て

も
家

賃
の

一
部

１
万

円
を

期
日

ま
で

に
支

払
わ

な
い

と
い

け
な

い
。

○
１

万
円

を
後

日
返

済
す

る
条

件
で

お
貸

し
す

る
も

理
由

を
つ

け
て

結
局

返
済

さ
れ

ず
。

藤
井

寺
市

社
協

C
S

W
1
0
,0

0
0
円

3

4
月

1
9
日

（
１

回
目

）

９
月

１
日

（
２

回
目

）

藤
井

寺
市

社
会

福
祉

協
議

会
4
7
歳

女
性

5
人

世
帯

夫
が

入
退

院
を

繰
り

返
し

、
相

談
者

も
コ

ロ
ナ

禍
で

収
入

が
減

収
と

な
っ

た
の

で
、

水
道

代
が

払
え

な
く

な
っ

た
。

（
１

回
目

）
電

気
代

、
ガ

ス
代

が
払

え
な

く
な

っ
て

い
た

。
（

２
回

目
）

○
１

回
目

は
総

合
貸

付
け

も
受

け
て

お

り
、

水
道

料
金

の
滞

納
分

の
み

支
援

す

る
。

○
２

回
目

は
、

電
気

と
ガ

ス
の

滞
納

分
の

支
援

と
夫

が
就

労
で

き
る

見
込

み
が

な
い

為
生

活
保

護
申

請
の

付
き

添
い

等

藤
井

寺
市

社
協

C
S

W

藤
井

寺
市

役
所

生
活

支
援

課
・

自
立

支
援

事
業

9
6
,2

3
9
円

4
4
月

3
0
日

藤
井

寺
市

社
会

福
祉

協
議

会
4
2
歳

男
性

独
居

持
病

の
糖

尿
病

の
影

響
で

立
ち

仕
事

が
困

難
な

為
辞

め
る

。
生

活
保

護
を

申
請

す
る

○
滞

納
料

金
の

支
払

い
、

家
賃

の
保

証
会

社
へ

の
連

絡
を

行
う

。

○
生

食
材

や
日

用
品

等
を

届
け

る
。

藤
井

寺
市

生
活

支
援

課
1
0
1
,2

2
8
円

5
6
月

3
日

藤
井

寺
市

社
会

福
祉

協
議

会
5
3
歳

男
性

父
と

同
居

以
前

フ
ー

ド
バ

ン
ク

の
申

請
を

し
て

食
材

を
届

け
た

が
父

親
の

年
金

が
入

る
６

月
１

５
日

ま
で

食
べ

き
っ

て
し

ま
い

、
食

材
支

援
の

依
頼

が
入

る

○
年

金
の

入
る

ま
で

の
間

の
食

材
支

援
の

み
行

う
。

藤
井

寺
市

社
協

C
S

W
6
,2

0
1
円

6
8
月

2
6
日

藤
井

寺
市

社
会

福
祉

協
議

会
3
0
歳

男
性

※
ト

ラ

ン
ス

ジ
ェ

ン

ダ
ー

ア
ル

バ
イ

ト

で
知

り
合

っ

た

女
性

と
二

人

社
協

の
貸

付
け

の
申

請
に

行
か

れ
た

際
、

家
賃

滞
納

等
あ

り
相

談
を

受
け

る
。

○
食

材
支

援
藤

井
寺

市
社

協
C

S
W

2
,1

3
2
円

7
8
月

3
0
日

藤
井

寺
市

生
活

支
援

課
4
0
歳

男
性

独
居

留
置

所
か

ら
出

て
こ

ら
れ

現
在

の
藤

井
寺

に
転

居
。

生
活

保
護

受
給

開
始

ま
で

の
間

の
支

援
依

頼
あ

り
。

○
生

活
保

護
受

給
開

始
ま

で
の

食
材

、
日

用
品

、
調

理
器

具
等

届
け

る
。

○
藤

井
寺

市
社

会
福

祉
協

議
会

の
フ

ー
ド

サ
ポ

ー
ト

事
業

の
残

り
の

食
材

を
届

け
る

。

藤
井

寺
市

生
活

支
援

課 藤
井

寺
市

社
協

C
S

W

4
,7

5
5
円
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N
O

初
回

面
談

日
紹

介
経

路
年

齢
性

別
世

帯
数

相
談

内
容

対
応

連
携

し
た

関
係

機
関

経
済

的
援

助

申
請

金
額

8
9
月

1
日

藤
井

寺
市

生
活

支
援

課
6
2
歳

男
性

独
居

藤
井

寺
の

現
住

所
で

生
活

保
護

を
申

請
、

受
給

開
始

が
９

月
２

４
日

頃
に

な
る

予
定

な
の

で
そ

の
間

の
食

材
等

依
頼

○
生

活
保

護
受

給
開

始
ま

で
の

食
材

、
日

用
品

、
調

理
器

具
等

届
け

る
。

○
藤

井
寺

市
社

会
福

祉
協

議
会

の
フ

ー
ド

サ
ポ

ー
ト

事
業

の
残

り
の

食
材

を
届

け
る

。

藤
井

寺
市

生
活

支
援

課 藤
井

寺
市

社
協

C
S

W

3
,8

4
8
円

9
9
月

1
5
日

藤
井

寺
市

生
活

支
援

課
6
0
歳

男
性

独
居

覚
醒

剤
で

逮
捕

。
藤

井
寺

市
で

生
活

保
護

を
申

請
、

受
給

開
始

ま
で

の
間

を
支

援
し

て
欲

し
い

。

○
生

活
保

護
受

給
開

始
ま

で
の

食
材

、
日

用
品

、
調

理
器

具
等

届
け

る
。

○
藤

井
寺

市
社

会
福

祉
協

議
会

の
フ

ー
ド

サ
ポ

ー
ト

事
業

の
残

り
の

食
材

を
届

け
る

。

藤
井

寺
市

生
活

支
援

課 藤
井

寺
市

社
協

C
S

W

6
,6

6
9
円

1
0

9
月

1
8
日

藤
井

寺
市

社
会

福
祉

協
議

会
2
0
代

男
性

不
明

8
月

に
仕

事
を

解
雇

、
所

持
金

も
2
0

円
し

か
な

い
と

藤
井

寺
市

社
協

に
相

談
に

行
か

れ
る

。

○
３

日
分

の
食

料
を

提
供

す
る

。

〇
本

人
か

ら
貸

付
け

や
住

宅
確

保
給

付

金
、

食
材

支
援

等
す

べ
て

拒
否

藤
井

寺
市

社
協

0
円

1
1

1
0
月

8
日

藤
井

寺
市

社
会

福
祉

協
議

会
2
6
歳

男
性

３
人

世
帯

今
年

の
８

月
中

頃
か

ら
精

神
疾

患
を

患
い

仕
事

に
行

く
事

が
で

き
な

く
な

る
。

1
0
月

に
入

り
、

生
活

保
護

を
申

請
。

そ
の

間
の

食
材

等
支

援
の

依
頼

あ
り

。

〇
食

材
や

日
用

品
の

提
供

、
通

信
費

の
支

払
い

等
支

援

〇
惣

社
保

育
園

の
野

村
園

長
か

ら
オ

ム
ツ

を
無

償
で

受
け

取
る

。

藤
井

寺
市

社
会

福
祉

協
議

会
4
3
,6

3
9
円

1
2

1
0
月

1
3
日

藤
井

寺
市

社
会

福
祉

協
議

会
4
5
歳

女
性

両
親

と

子
の

４
人

昨
年

度
か

ら
貸

付
け

を
受

け
て

い

る
。

収
入

が
安

定
し

な
い

為
、

ア
ル

バ
イ

ト
を

し
た

い
。

〇
1
0
/1

6
（

土
）

1
6
：

0
0

藤
井

寺
特

別
養

護
老

人
ホ

ー
ム

で
面

談

ア
ル

バ
イ

ト
継

続
中

藤
井

寺
市

社
協

0
円

1
3

1
1
月

5
日

藤
井

寺
社

会
福

祉
協

議
会

5
7
歳

男
性

知
人

と
同

居
膀

胱
が

ん
や

十
二

指
腸

潰
瘍

等
で

２

年
前

か
ら

仕
事

を
し

て
い

な
い

。

〇
食

材
や

日
用

品
の

提
供

〇
就

労
支

援
等

〇
生

活
保

護
申

請

藤
井

寺
市

社
協

8
3
,6

1
2
円

1
4

1
1
月

8
日

藤
井

寺
市

役
所

生
活

支
援

課
4
4
歳

男
性

独
居

以
前

社
貢

献
で

関
わ

っ
た

方
で

、
1
2

月
2
0
日

に
給

料
が

2
0
万

入
る

見
込

み
。

そ
の

間
の

生
活

が
苦

し
い

。

〇
家

賃
支

払
い

を
持

っ
て

も
ら

え
る

よ
う

助
言

〇
社

会
福

祉
協

議
会

で
食

材
支

援

藤
井

寺
市

役
所

藤
井

寺
社

協
0
円

1
5

1
1
月

1
5
日

つ
ど

う
ホ

ー
ル

3
0
代

女
性

５
人

世
帯

９
ヶ

月
と

小
学

２
年

生
の

衣
類

等
が

必
要

〇
施

設
で

掲
示

。
中

本
副

主
任

よ
り

衣
類

・
お

も
ち

ゃ
の

提
供

あ
り

つ
ど

う
ホ

ー
ル

6
0
, 
6
7
9
円

1
6

1
2
月

2
日

北
第

１
包

括
8
0
代

女
性

独
居

家
賃

滞
納

、
家

主
よ

り
２

ヶ
月

分
支

払
わ

な
い

と
退

所
の

手
続

き
に

入
る

と
連

絡
あ

り
。

金
銭

管
理

、
支

払
い

方
法

等
担

当
の

C
M

、
本

人
と

一
緒

に
考

え
年

金
の

範
囲

内
で

の
生

活
が

で
き

る
よ

う
に

提
案

居
宅

介
護

支
援

事
業

所
0
円
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N
O

初
回

面
談

日
紹

介
経

路
年

齢
性

別
世

帯
数

相
談

内
容

対
応

連
携

し
た

関
係

機
関

経
済

的
援

助

申
請

金
額

1
7

1
2
月

3
日

つ
ど

う
ホ

ー
ル

5
0
代

男
性

 

現
在

掃
除

の
パ

ー
ト

を
し

て
い

る

が
、

次
回

給
料

が
1
2
/
1
5
予

定
。

妻

と
は

離
婚

し
、

1
1
月

に
入

院
し

た
事

も
あ

り
カ

ー
ド

会
社

・
妻

か
ら

お
金

を
借

り
て

い
る

状
態

〇
1
2
月

３
日

に
レ

ト
ル

ト
食

品
等

食
材

の
支

援
つ

ど
う

ホ
ー

ル
8
,4

9
5
円

1
8

1
2
月

1
3
日

藤
井

寺
市

役
所

生
活

支
援

課
2
0
代

男
性

独
居

藤
井

寺
市

役
所

生
活

支
援

課

よ
り

、
生

活
保

護
受

給
ま

で
の

間
の

食
材

支
援

等
依

頼
あ

り

〇
1
2
月

1
3
日

渕
本

・
三

井
で

食
材

　
を

届
け

る
。

携
帯

料
金

滞
納

分

　
支

払
い

。

藤
井

寺
社

協

藤
井

寺
生

活
支

援
課

約
７

万
円

1
9

1
2
月

2
2
日

社
会

貢
献

支
援

員
5
0
代

男
性

父
と

同
居

甥
（

G
H

入
所

）
を

自
宅

へ
連

れ
戻

し
た

い
為

、
動

い
て

い
る

。
生

活
に

困
っ

て
い

る
か

も
し

れ
な

い
と

連
絡

を
受

け
る

。

〇
同

居
の

父
の

安
否

確
認

。

〇
甥

の
希

望
、

事
実

確
認

。

※
5
0
代

男
性

引
き

こ
も

り
。

父
の

年
金

で

生
活

を
送

っ
て

い
る

。

社
会

貢
献

支
援

員

藤
井

寺
市

社
会

福
祉

協
議

会

藤
井

寺
市

地
域

包
括

支
援

セ
ン

タ
ー

0
円

2
0

1
月

1
8
日

藤
井

寺
社

協
4
0
代

女
性

母
子

1
年

程
前

か
ら

仕
事

を
し

て
い

な

い
。

中
学

１
年

の
子

が
い

る
。

食
材

費
、

光
熱

水
費

、
日

用
品

費
、

電
話

代
支

援

藤
井

寺
社

会
福

祉
協

議
会

子
育

て
支

援
課

7
3
,0

4
4
円

2
1

3
月

1
日

藤
井

寺
社

協
4
0
代

男
性

独
居

１
年

前
と

令
和

３
年

１
１

月
に

食
材

支
援

を
行

っ
た

方

３
月

２
日

藤
井

寺
社

協
に

さ
と

う
の

ご
飯

１
０

個
受

け
取

る

〇
食

材
支

援
藤

井
寺

市
社

会
福

祉

協
議

会
0
円

2
2

3
月

9
日

藤
井

寺
社

協
7
0
代

女
性

母
子

藤
井

寺
市

生
活

支
援

課
自

立
支

援
事

業
で

自
立

支
援

金
申

請
中

、
息

子
引

き
こ

も
り

来
週

か
ら

仕
事

復
帰

。

〇
食

材
等

支
援

社
会

貢
献

支
援

員
9
0
,8

8
6
円

2
3

3
月

1
1
日

藤
井

寺
市

生
活

援
護

課
3
0
代

女
性

母
子

藤
3
5
歳

女
性

、
夫

と
離

婚
後

西
成

区

か
ら

１
歳

の
子

と
一

緒
に

令
和

４
年

１
月

頃
藤

井
寺

市
内

に
い

る
友

人
宅

（
生

保
）

に
居

候
し

て
い

た
。

昨
日

津
堂

の
ハ

イ
ツ

に
転

居
。

所
持

金

2
0
0
円

生
活

保
護

受
給

ま
で

親
子

で
過

ご
せ

る

環
境

設
定

を
行

う
。

藤
井

寺
社

会
福

祉
協

議
会

子
育

て
支

援
課

1
9
,7

5
3
円

2
4

3
月

1
5
日

藤
井

寺
社

会
福

祉
協

議
会

7
0
代

男
性

過
去

に
自

己
破

産
。

厚
生

年
金

受
給

者
。

所
持

金
僅

か
。

電
気

代
滞

納
分

と
年

金
が

入
る

ま
で

の
食

材
支

援

藤
井

寺
社

会
福

祉
協

議
会

生
活

支
援

課

1
4
,1

4
6
円
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相
談

援
助

事
例

（
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
ィ

ル
ス

感
染

症
関

係
）

尽
心

庵
事

例
  

Ｎ
ｏ

．
0
1

地
域

性
別

□
高

齢
□

児
童

□
母

子
・
寡

婦
□

身
体

障
が

い
□

知
的

障
が

い

男
性

□
精

神
障

が
い

□
外

国
籍

□
ホ

ー
ム

レ
ス

年
代

□
虐

待
□

D
V

□
引

き
こ

も
り

□
病

気
□

ｱ
ﾙ

ｺ
ｰ

ﾙ
依

存

30
第

□
認

知
症

□
介

護
認

定

世
帯

□
多

重
債

務
■

各
種

滞
納

□
無

収
入

□
不

就
労

□
生

活
保

護

独
居

■

紹
介

経
路

対
応

主
支

援
施

設
主

担
当

Ｃ
Ｓ

Ｗ
藤

井
寺

特
別

養
護

老
人

ホ
ー

ム
渕

本
　

直
志

社
会

資
源

の
活

用
生

活
困

窮
者

レ
ス

キ
ュ

ー
事

業
、

無
料

低
額

宿
泊

所
「尽

心
庵

」

経
済

的
援

助
大

阪
し

あ
わ

せ
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
基

金

連
携

機
関

社
会

貢
献

支
援

員
　

末
包

氏
・下

永
田

氏

4
月

6
日

～
5月

1日
ま

で
尽

心
庵

。
そ

の
間

に
1
0
万

円
程

働
い

て
貯

金
さ

れ
る

。
真

面
目

に
仕

事
を

さ
れ

て
お

り
、

現
在

は
派

遣
で

あ
る

が
正

社
員

に
な

ら
な

い
か

と
派

遣
先

に
声

を
掛

け
ら

れ
て

い
る

。
給

料
が

入
っ

て
も

滞
納

し
て

い
る

家
賃

の
返

済
（毎

月
１

万
円

）等
あ

る
為

今
回

は
宿

泊
料

・食
事

代
を

全
て

無
料

と
し

た
。

仕
事

に
行

く
日

等
確

認
し

、
必

要
時

の
み

食
事

を
尽

心
庵

に
届

け
る

。
仕

事
上

平
日

に
役

所
へ

行
け

な
い

事
も

あ
り

、
八

尾
へ

の
転

入
手

続
き

は
社

会
貢

献
支

援
員

の
下

永
田

氏
も

協
力

し
た

。
ま

た
、

八
尾

の
ハ

イ
ツ

に
入

居
の

際
、

照
明

等
必

要
な

物
品

を
下

永
田

氏
が

届
け

る
。

（
相

談
・
支

援
の

内
容

）

相
談

内
容

2
0
20

年
1
0
月

か
ら

藤
井

寺
の

ネ
ジ

加
工

の
工

場
で

働
い

て
い

る
。

現
在

、
家

賃
２

ヶ
月

滞
納

（和
泉

市
）。

大
家

と
は

相
談

し
今

後
返

済
し

て
い

く
。

職
場

が
遠

い
為

、
八

尾
に

住
居

を
構

え
る

予
定

だ
が

所
持

金
９

千
円

で
あ

り
、

す
ぐ

に
入

居
で

き
な

い
為

、
尽

心
庵

入
所

し
貯

金
し

て
か

ら
八

尾
へ

移
り

た
い

。

家
族

関
連

図

社
会

貢
献

支
援

員
　

末
包

氏
よ

り
、

和
泉

市
を

退
居

し
、

仕
事

場
の

近
く
の

八
尾

に
引

っ
越

す
為

そ
の

間
尽

心
庵

を
利

用
し

た
い

。

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

ィ
ル

ス
の

影
響

で
仕

事
が

な
く
な

り
、

ア
パ

ー
ト

を
追

い
出

さ
れ

た
方

の
支

援
和

泉
市

主
な

対
象

者
世

帯
の

特
  

徴

そ
の

他
（
コ

ロ
ナ

減
収

）
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相
談

援
助

事
例

（
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
ィ

ル
ス

感
染

症
関

係
）

事
例

  
Ｎ

ｏ
．

2
地

域

性
別

☐
高

齢
□

児
童

□
母

子
・
寡

婦
□

身
体

障
が

い
□

知
的

障
が

い

男
性

□
精

神
障

が
い

□
外

国
籍

□
ホ

ー
ム

レ
ス

年
代

□
虐

待
□

D
V

□
引

き
こ

も
り

■
病

気
□

ｱ
ﾙ

ｺ
ｰ

ﾙ
依

存

４
０

代
□

認
知

症
□

介
護

認
定

世
帯

□
多

重
債

務
■

各
種

滞
納

□
無

収
入

□
不

就
労

□
生

活
保

護

独
居

■

紹
介

経
路

対
応

主
支

援
施

設
主

担
当

Ｃ
Ｓ

Ｗ
藤

井
寺

特
別

養
護

老
人

ホ
ー

ム
渕

本
　

直
志

社
会

資
源

の
活

用
生

活
困

窮
者

レ
ス

キ
ュ

ー
事

業

経
済

的
援

助
大

阪
し

あ
わ

せ
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
基

金
か

ら
1
0
1,

2
2
8円

を
支

援

連
携

機
関

藤
井

寺
市

社
会

福
祉

協
議

会

相
談

内
容

藤
井

寺
市

の
生

活
援

護
課

相
談

後
藤

井
寺

市
社

協
へ

。
光

熱
費

が
支

払
え

て
い

な
い

。
家

賃
滞

納
も

あ
り

。
今

後
生

活
保

護
の

申
請

を
行

う
が

そ
れ

ま
で

の
間

支
援

の
依

頼
あ

り
。

1
7
年

前
程

前
か

ら
糖

尿
病

患
い

仕
事

は
長

続
き

し
て

い
な

い
。

令
和

３
年

１
月

に
携

帯
シ

ョ
ッ

プ
で

働
く
も

立
ち

仕
事

が
困

難
な

為
退

職
。

貸
付

け
の

対
象

に
は

な
ら

な
い

事
か

ら
生

活
保

護
申

請
予

定
。

光
熱

費
２

ヶ
月

程
滞

納
。

家
賃

も
滞

納
し

て
い

る
。

家
族

関
連

図

日
本

賃
貸

住
宅

保
証

機
構

に
連

絡
し

、
家

賃
を

社
貢

献
で

支
払

う
。

（
２

ヶ
月

分
）

藤
井

寺
生

活
援

護
課

へ
同

行
、

生
活

保
護

申
請

の
手

続
き

を
行

う
。

ま
た

、
健

康
保

険
証

も
発

行
す

る
。

水
道

・
ガ

ス
・
電

気
の

滞
納

分
を

社
貢

献
で

支
払

う
。

生
活

保
護

受
給

開
始

ま
で

の
約

１
ヶ

月
、

定
期

的
に

食
材

や
日

曜
品

を
届

け
る

。
生

活
保

護
受

給
開

始
と

な
り

、
ま

た
持

病
の

糖
尿

も
通

院
が

開
始

と
な

っ
た

の
で

支
援

終
了

と
し

た
。

（
相

談
・支

援
の

内
容

）

持
病

の
悪

化
で

働
く
こ

と
が

で
き

な
い

独
居

男
性

の
支

援
藤

井
寺

市
大

井

主
な

対
象

者
世

帯
の

特
  

徴

そ
の

他
（
コ

ロ
ナ

減
収

）
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相
談

援
助

事
例

（
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
ィ

ル
ス

感
染

症
関

係
）

事
例

  
Ｎ

ｏ
．

３
地

域

性
別

☐
高

齢
□

児
童

□
母

子
・
寡

婦
□

身
体

障
が

い
□

知
的

障
が

い

女
性

□
精

神
障

が
い

□
外

国
籍

□
ホ

ー
ム

レ
ス

年
代

□
虐

待
□

D
V

□
引

き
こ

も
り

■
病

気
□

ｱ
ﾙ

ｺ
ｰ

ﾙ
依

存

４
０

代
□

認
知

症
□

介
護

認
定

世
帯

□
多

重
債

務
■

各
種

滞
納

□
無

収
入

□
不

就
労

□
生

活
保

護

５
人

世
帯

■

紹
介

経
路

対
応

主
支

援
施

設
主

担
当

Ｃ
Ｓ

Ｗ

藤
井

寺
市

社
会

福
祉

協
議

会

コ
ロ

ナ
禍

で
減

収
、

夫
も

入
退

院
を

繰
り

返
し

て
い

る
５

人
世

帯
の

方
の

支
援

藤
井

寺
市

舟
橋

町

主
な

対
象

者
世

帯
の

特
  

徴

そ
の

他
（
コ

ロ
ナ

減
収

）

藤
井

寺
特

別
養

護
老

人
ホ

ー
ム

渕
本

　
直

志

社
会

資
源

の
活

用
生

活
困

窮
者

レ
ス

キ
ュ

ー
事

業
、

フ
ー

ド
サ

ポ
ー

ト
事

業
、

フ
ー

ド
バ

ン
ク

事
業

経
済

的
援

助
大

阪
し

あ
わ

せ
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
基

金
か

ら
9
5
,0

0
0円

を
支

援

連
携

機
関

藤
井

寺
市

社
会

福
祉

協
議

会
　

藤
井

寺
市

生
活

支
援

課
　

藤
井

寺
市

自
立

相
談

支
援

事
業

相
談

内
容

①
１

回
目

、
令

和
３

年
４

月
。

藤
井

寺
市

社
会

福
祉

協
議

会
で

面
談

。
夫

が
入

院
し

て
お

り
、

相
談

者
も

コ
ロ

ナ
渦

で
減

収
。

夫
の

医
療

費
や

長
男

の
高

校
入

学
等

で
出

費
が

か
さ

み
水

道
料

金
６

ヶ
月

分
を

何
と

か
し

て
欲

し
い

。

②
２

回
目

、
令

和
３

年
９

月
。

夫
は

退
院

し
た

が
ま

た
入

院
す

る
の

が
不

安
で

就
労

し
て

い
な

い
。

相
談

者
は

パ
ー

ト
を

２
つ

か
け

も
ち

し
て

い
る

が
、

支
出

の
方

が
多

く
ガ

ス
料

金
を

滞
納

し
て

い
る

の
で

助
け

て
欲

し
い

。

家
族

関
連

図

①
藤

井
寺

水
道

セ
ン

タ
ー

に
連

絡
、

相
談

者
と

一
緒

に
停

止
予

告
通

知
書

を
持

っ
て

支
払

い
に

行
く
。

　
※

１
回

目
で

は
、

夫
が

退
院

し
就

労
で

き
な

け
れ

ば
生

活
保

護
申

請
し

か
な

い
と

感
じ

て
い

た
。

②
ガ

ス
の

料
金

１
ヶ

月
分

を
支

払
う

。
他

に
困

り
事

は
な

い
と

話
し

て
い

た
が

、
後

日
電

気
代

滞
納

分
の

支
払

い
の

依
頼

が
あ

り
支

払
う

。
　

同
時

に
生

活
保

護
申

請
を

助
言

。
一

緒
に

藤
井

寺
市

生
活

支
援

課
に

相
談

に
行

く
。

　
ま

た
、

家
賃

の
支

払
い

で
１

ヶ
月

分
滞

納
が

あ
り

保
証

会
社

か
ら

支
払

い
催

促
の

メ
ー

ル
等

が
届

い
て

お
り

怖
く
て

寝
れ

な
い

と
訴

え
が

あ
り

、
藤

井
寺

市
の

無
料

法
律

相
談

所
に

も
同

行
。

そ
の

後
も

催
促

の
メ

ー
ル

が
あ

り
、

地
域

の
民

生
委

員
か

ら
も

代
わ

り
に

保
証

会
社

へ
連

絡
し

て
欲

し
い

と
依

頼
が

あ
り

連
絡

を
行

っ
た

。
生

活
保

護
受

給
開

始
ま

で
の

間
の

食
材

支
援

を
フ

ー
ド

サ
ポ

ー
ト

事
業

と
フ

ー
ド

バ
ン

ク
の

利
用

で
藤

井
寺

市
社

会
福

祉
協

議
会

が
支

援
を

行
っ

た
。

生
活

保
護

受
給

開
始

と
な

り
支

援
を

終
了

し
た

。
　

※
子

が
い

じ
め

に
あ

っ
た

事
が

あ
る

の
で

、
地

域
の

目
を

気
に

し
す

ぎ
て

お
り

自
宅

に
入

る
事

が
で

き
な

か
っ

た
。

ま
た

、
相

談
者

が
言

っ
た

パ
ー

ト
の

内
容

や
収

入
額

等
辻

褄
が

合
わ

な
い

と
思

っ
た

為
関

わ
っ

て
い

る
機

関
か

ら
話

を
聞

い
た

。
実

際
は

パ
ー

ト
に

行
っ

て
い

る
の

で
は

な
く
、

自
宅

で
占

い
相

談
（
電

話
）
を

し
て

い
た

。
月

８
万

円
の

収
入

で
は

な
く
実

際
は

３
万

円
程

で
あ

っ
た

。
夫

は
心

疾
患

を
患

っ
て

い
る

の
で

、
負

担
を

か
け

れ
な

い
と

支
援

中
一

度
も

会
っ

て
話

を
聞

く
事

が
で

き
な

か
っ

た
。

（
相

談
・支

援
の

内
容

）
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令和 3年度（2021）認知症予防推進室事業報告 
 

老後を自分らしく、笑顔で活き活きと暮らして頂く為 

認知症の予防、認知症の進行防止の可能性を追求 
  

超高齢化社会の進む我が国においては、認知症予防、認知症の進行防止は喫緊の課題であ

る。認知症ケアは確立されておらず、地域社会や介護現場においても認知症高齢者に対して

提示できる効果を裏付けされた物はないに等しいと言える。その様な現状の中、認知症予防

自立支援プロジェクト推進室は、認知トレーニング（潤脳活動）が、特にどの認知機能の維

持に効果があるのかを検証してきた。特に、認知機能の維持に大きく左右される生活行為の

自立や低下に於いて、年齢、性別等のサブ解析を実施することで、機能維持に適した生活要

因を観察し考察する事で、より生活行為の自立に結び付く支援方法をケアワーカーと共に検

討、実践してきた。 

 当法人が創立当初から実施している地域健常者向けの介護予防教室では、集団スケールの

多角的解析により、複数年における経過の分析を実施し、エビデンスとして示しながら、認

知症予防の具体的方法を毎回の教室開催時に分かりやすく伝えている。 

 平成２６年から開催している「介護力教

室」は、認知症高齢者を在宅で介護してい

るご家族に対し、正しい認知機能の知識と、

お世話のあり方を伝えると共に、トレーニ

ングを通じて関わり方のコツを掴んで頂

けるように支援してきた。又、家庭介護者

同士が集う事で、日頃の想いを受け止め合

うと共に、介護の工夫を伝え合う相互学習

の場として活用して頂いた。 

 今年度は、新型コロナウィルスの関係で、

介護力教室と介護予防教室は全面的に中

止を余儀なくされた。 

 ただ地域健常者の方々（約 1100名）に脳トレーニングシートを配布し、認知機能の低下に

努めた。 

 特養入所者に向けてはユマニチュード技法を活用し、ケアワーカーと共に利用者の主訴の

実現に努めていく。認知症ケアにおけるエビデンスの追求として、ユマニチュード技法を活

用する事でご利用者の表情変化や動作による表現も含めたコミュニケーション能力がどのよ

うに維持されているか等、認知機能スケール等の活用により、それらの能力検証にも力を注

がなくてはならない。 

 認知機能を維持改善するだけでなく、維持された認知機能が日常の生活行為に活かされる

（般化効果）事が、この事業の目的であり、我々が真に目指している事である。 
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認知症予防自立支援プロジェクト推進室 事業計画の骨子 

 

 

 

 

 

予備群(一般高齢者) 初期認知症高齢者 

(若年性認知症を含む)の方 

要援護状態 (要支援

Ⅰ・Ⅱ、要介Ⅰ・Ⅱ)の

方 

要介護状態(要介Ⅲ

～Ⅴ)の方 

目的：認知症予防の普及 

自己の機能(身体機能、認知

機能)を発揮し、生活行為を

成就し、社会生活を維持す

るという認知症予防の考え

方を普及。当法人主催の出

前介護予防教室や地域主催

の会合等で認知機能を発揮

する重要性を伝え、具体的

方法を紹介すると共に転倒

予防体操、認知症に関する

知識の普及や受け止め方を

啓発する。 

 

目的：認知症の進行防止 

認知症による認知機能の低

下が始まり、自身の変化に戸

惑う 

ご本人に寄り添い、一緒に考

えて分かり合える関係作り

から始まる。そこで、生活の

中でできる認知機能が低下

しないための活動を提示し

ていく。ご本人と共に生きる

為の生活の有り様を自ら考

え、行動できる生活支援を行

う。 

 

  

目的：機能維持・認知症  

症状の進行防止 

ＤＳやＧＨで実施している

潤脳チャレンジ活動が利用

者の認知機能の維持に繋が

っている事を認知機能検査

の個人報告書の配布で示し、

本人や家族の自信に繋げる。

維持された認知機能が生活

行為に反映し、行為の自立、

自信や笑顔の回復に繋がる

ようユマニチュード技法

を活用したサポート内容や

評価への助言を行う。 

【認知機能検査の実施

と報告書の配布】 

デイ利用時に検査を実施。デー

タ分析と考察を行い、報告書を

作成する。また本人と家族に説

明ができる様、報告書の内容を

スタッフに分かり易く解説す

る。 

【Dual Task 課題の提供】 

DS にて頭と体を同時に活用す

る歩容トレーニング（ Dual 

task）について独自の専用機器

を用いて、足踏み等の身体活動

と計算等の思考活動を楽しみ

ながら続けることで、心身機能

の維持ならびに認知症症状の

進行防止につなげる。 

 

目的：介護状態に合わ

せたケアへの助言 

『ユマニチュード技

法』を通じ、職員-利用

者間での信頼関係を築

き、心身共に安心でき

る環境の下、無理のな

い身体活動や思考活動

を行い、自分のしたい

事を可能な限り訴えて

いただく。 

身体面では過剰なサポ

ートを避け、残存機能

をできる限り活用して

いただく。又昔の経験

を思い出せる様なアク

ティビティを行ない、

記憶を中心にした認知

機能を刺激する事で、

して欲しい事等の主訴

を訴えていただく。 

身体面では関節の拘縮

を防ぐ等、入浴時のマ

ッサージ等、無理をし

ない形での関節や筋肉

刺激を行ない、いわゆ

る寝たきり状態を防

ぐ。又認知機能面では、

五感を刺激するアプロ

ーチ、例えば物を見て

触ってもらう、料理の

美味しい匂いを嗅いで

もらう等、快刺激を感

じていただき、“安心”

を提供する。 

上記内容について、必

要時会議等に出席し、

助言を行う。 

【介護家族向け介護力教室】 

認知症高齢者を在宅介護している家庭介護者向けに、当事者同士の意見交流を行い、精神的孤立感の

軽減を図る。また、優しさのある介護の実践法であるユマニチュード技法など、認知症介護の具体的方

法を共に学び合う。 

・ユマニチュード技法の体験や認知症のミニ講義、介護技術講習を通じて、認知症症状（認知機能・中

核症状と BPSD との関係）の理解を深め、介護側の優しさを伝えられる具体的な方法を学び合う。 

・在宅での困り事交流：参加者のお困り事や介護負担感などについて介護の具体的方法などを考え合う。 

【出前介護予防教室】 

各地区に出張し、集会所等を借りて、以下の内容で教室を開催。 

潤脳活動 

様々な認知機能を発揮していただくための知的活動 

・マス計算・書き写し(注意力・視空間認知の発揮) 

転倒予防体操 

有酸素運動や大腰筋の強化、バランス力の強化を図る体操 

潤脳講座 

独自資料で認知症の知識普及や受け止め方を啓発し、考え合う 

集団認知機能検査 

認知機能検査を実施し、データ分析と考察を行い、個人報告書 

を作成。教室時に解説と共に配布し、予防への意識、向上を図る 

二重課題（Dual task）の実践 

身体面および認知面に関する二重課題を実施し、計測内容を還元。 

衰えやすい認知機能である注意分割機能や遂行機能の維持を図る。 

【認知症予防啓発活動】 

各地区の行事等で認知症の講演を行い、知識や理解の普及を行う。 
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ご利用者の生活行為の維持、改善や BPSD 軽減に結び付かせるため 

 

認知機能スケールの点数が維持、向上されても、生活行為が成就されなければ、ご利用者の生活

の質が向上したとは言い難い。 

みささぎ会としてご利用者の実生活への着眼を忘れず、ご利用者の認知機能の維持、向上だけを

目的とするのではなく、ご利用者の生活行為の維持、改善やBPSD軽減に結び付かせるための日々

のケア方法（認知機能トレーニング含む）の確立を目的とする。 

 

Ａ入所サービスの場合 

 

  例えば、特養での新規入所者で、暴言、暴力、徘徊などの BPSD の症状が強く出ている方に

対して、ユマニチュードを用いて信頼される人間関係を構築し、ケアすることで、BPSD をや

わらげたり、情緒の安定に結び付いている事例を逃さずにビデオ撮影し、変化を検証する。 

 

Ｂ在宅サービスの場合 

 

  例えば、新規デイサービス利用者で、ケアマネジャーからの情報としてご自宅にて更衣がう

まくできない方に対して、サービス利用の中で認知機能トレーニングやアルクダケ、PT による

機能訓練など日々のケアを通じて、促しなどでご自身による更衣がうまくできるようになるな

ど、生活行為の自立支援に結び付く事例を逃さずビデオ撮影し、変化を検証する。 

 

我々の日々のケアがご利用者の生活行為の維持、改善や BPSD の軽減に結び付いていることが動

画で可視化されれば、間違いなく職員のやりがいにもつながる。 

特に②については在宅での様子を把握する必要があるため、自法人ケアマネジャーと連携し自宅

での情報収集を行う。 

 

Ａ                        Ｂ 

 

 

 

                 

 

 

    

                 

               この連携が肝心           

看護部 

認
知
症
予
防
Ｐ
Ｊ 

生
活
支
援
部 

機
能
訓
練
部 

給食部 

ケアプランセンター 

給食部 

認
知
症
予
防
Ｐ
Ｊ 

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー 

デ
イ
サ
ー
ビ
ス 

看
護
部 

機
能
訓
練
部 
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認知症の予防ならびに進行防止に関する研究 

～デュアルタスクによる歩容調査～ 

 

デュアルタスクとは、２つの課題を同時に行う事を意味する。より身近な言葉で言うと「な

がら動作」のことである。同時に２つの情報を処理する際に、それぞれの課題に注意を分配

したり、切り替えたりする力が必要とされる。このように同時に 2 つの情報を処理すること

は、脳に負荷がかかり、認知機能の活性化につながると考えられる。 

デュアルタスクには、様々な実践方法がある。テレビを見ながら洗濯物をたたむ、会話し

ながら料理をする、といった日常生活における行為もデュアルタスクである。しかし、あま

りに簡単すぎる課題、あるいは日常生活において慣れている課題は、負荷が少なく認知機能

の活性化にはつながりにくい。 

そこで、本事業では、デュアルタスク歩容機「アルクダケ」を活用し、高齢者にとってよ

り負荷の高いデュアルタスクを提供する。アルクダケは、大阪大学産業科学研究所の八木研

究室で開発された装置である。歩くという身体的な課題と計算という認知的な課題の 2 つを

同時に行ってもらう。 

本事業では、デイサービスを利用している要支援、あるいは軽度要介護の高齢者と地域在

住の健常高齢者を対象として、アルクダケを使ったデュアルタスクトレーニングを提供する。

そして、このトレーニングが参加者の認知機能の維持・向上につながるかを分析する。さら

に、本事業の結果が、今後の認知症予防にどのように寄与し得るか、その可能性を考える。 

なお、本事業は、大阪大学大学院精神医学教室、大阪大学産業科学研究所、社会福祉法人

みささぎ会の共同研究事業である。 

 

目 的 

デュアルタスク訓練が認知機能の維持・向上につながるかを分析する。 

 1. 年齢別・介護度別の傾向 

 

 2. 個別の事例 

 

参加対象者(令和４年３月末時点) 

藤井寺 デイサービスセンター利用者 ２６名 

デイサービスセンター つどうホール利用者 ２８名 

大仙もずの音 デイサービスセンター利用者 ２４名 

グループホーム つどうホール ３名 

地域在住高齢者 ０名 

合 計 ７８名 
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実施場所 

藤井寺特別養護老人ホーム １F 食堂 

高齢者ケアセンター つどうホール 機能訓練室 

高齢者ケアセンター 大仙もずの音 １F フロア 

実施期間 

平成２９年５月～ 

 

装置(アルクダケ) 

アルクダケは、縦 68cm・横 120cm ディスプレイ

とフットセンサーから構成される。ディスプレイに

は、計算課題や参加者のカメラによって撮影されて

いる歩行の様子が映される(下左図)。フットセンサー

はディスプレイから 300cm 離れた地点にある。フッ

トセンサー上には、参加者が安全に歩行するために

高さ 85cm の補助柵が設置されている(右図)。参加者

は、左右の手で補助柵を掴みながら歩行し、歩行速

度がフットセンサーによって測定される。また補助

柵には、計算課題で使用するボタンが左右に 2 つ設

置されている。 

 

手続き 

デュアルタスクは、計算課題と歩行から構成される。1 セッションは、計算課題のみのシ

ングルタスク、計算課題と足踏みを同時に行うデュアルタスクのブロックから構成される。

各ブロックは 30 秒で、1 セッションの実施時間は 80 秒である。 

計算課題は、「かんたん」「ふつう」「すこしむずかしい」「むずかしい」の 4 つのレベルが

ある。「かんたん」レベルでは 1 桁と１桁の足し算、「ふつう」レベルでは１桁と１桁の足し

算と引き算、「すこしむずかしい」レベルでは２桁と１桁の足し算、「むずかしい」レベルで

は 2 桁と 1 桁の足し算と引き算が課される。計算課題は、ディスプレイに提示される。「1 + 6 

= ?」のように問題が 1 秒提示された後に、ディスプレイ右側と左側に回答の選択肢が提示さ

れる。参加者は、選択肢と対応する左右のボタン押しによって回答を選択する。正答した場

合には、即座にディスプレイ上に赤い〇が提示されると同時に「ピンポン」という音が鳴る。

誤答の場合には、即座にディスプレイ上に赤い×が提示されると同時に「ブブー」という音

が鳴る。 
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1 セッション終了後、ディスプレイ上に、①正答率、②計算のはやさ、③足踏み速度、④

計算中の足踏み速度、⑤もも上げの大きさ、⑥上半身の安定度の 6 つの要素からなるレーダ

ーチャートが表示され、参加者にセッションの成績がフィードバックされる(下図)。さらに、

このレーダーチャートは印刷され、お土産カードとして参加者に贈呈された。 

デイサービスの利用者は基本的に、デイサービスに来た日に、デュアルタスクに取り組む

ので、参加者によって実施頻度は変動があった。又、東海道五十三次 5,400 歩を 10 周走破さ

れた方もいらっしゃいました。 
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同
じ
テ
ー
ブ
ル
や
顔
な
じ
み
の
方
々
、
そ

し
て
ス
タ
ッ
フ
と
も
、
気
軽
に
お
話
を
さ
れ

て
い
ま
す
。
午
前
中
は
皆
で
行
う
手
足
体
操

に
参
加
さ
れ
、
ま
た
午
後
か
ら
は
、
ペ
ッ
ト

ボ
ト
ル
割
り
箸
出
し
ゲ
ー
ム
な
ど
の
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
に
も
参
加
さ
れ
、
時
に
は
真

剣
に
取
り
組
ま
れ
な
が
ら
、
楽
し
く
過
ご
さ

れ
て
い
ま
す
。 

●●  ●●様 

様 

歩
容
器
で
の
東
海
道
五
十
三
次
走
破
に
週

二
回
、
継
続
的
に
取
り
組
ま
れ
、
現
在
は
難
し

い
Ｂ
コ
ー
ス
に
取
り
組
ま
れ
て
い
ま
す
。
二

つ
の
こ
と
を
同
時
に
行
う
デ
ュ
ア
ル
タ
ス
ク

活
動
は
、
脳
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
に
な
り
ま
す

の
で
、
こ
れ
か
ら
も
継
続
し
て
い
た
だ
き
た

く
思
っ
て
い
ま
す
。 

ペットボトルからなかなか割り箸が出てきません 

デイサービスでのご様子 

おたっしゃ通信 

 

 

脳
ト
レ
に
、
自
ら
積

極
的
に
参
加
さ
れ
、
計

算
ド
リ
ル
や
お
買
い

物
計
算
な
ど
に
取
り

組
ん
で
お
ら
れ
ま
す
。

 

しっかり太ももを上げておられます 

集中して計算ドリルに取組中 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

東海道五十三次、2 週目到達 

おめでとうございます 

デ
ュ
ア
ル
タ
ス
ク活
動
の
ご
様
子 

令和 3 年 10月 作成 

バランスよくできています(赤ライン) 

玉ねぎを苗から育てました 

大きな玉ねぎを収穫しました 
手足体操 ① 

デュアルタスク歩容器の実施結果表
です。赤のラインが今回の結果です。 
六角形のグラフは、上から右回りに、
【計算のはやさ】、【正答率】、【体の安
定度】、【もも上げの大きさ】、【計算し
ながらの足踏み速度】、【足踏みのみ
の足踏み速度】の 6項目です。 
計算もはやく、正答率も高くなって
います。ひざもよく上がり、足踏み速
度もはやく(Ⅰ回で約１００歩)、全
体的に、とてもバランスよくできて
います。 
 

色紙ができあがりました 

(創作活動) 手足体操 ② 

輪切り牛乳パックで、櫓作り 
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「
日
時
や
場
所
を
把
握
す
る
力
」
「
物
事

を
覚
え
て
思
い
出
す
力
（
記
憶
力
）
」そ
し

て
「
理
解
し
判
断
し
て
行
動
す
る
力
」
を
、

高
い
レ
ベ
ル
で
維
持
さ
れ
て
い
ま
す
。 

判
断
し
て
行
動
す
る
力
を
維
持
・
強
化

す
る
た
め
に
、
脚
、
肩
、
背
中
な
ど
の
ス

ト
レ
ッ
チ
体
操
、
坐
位
で
の
コ
グ
ニ
ス
テ

ッ
プ
体
操
（
右
足
、
左
足
を
順
番
に
外
側

に
動
か
し
、
ま
た
内
に
戻
す
）
、マ
ス
計
算

な
ど
、
先
ず
一
週
間
の
予
定
を
、
ノ
ー
ト

な
ど
に
書
き
留
め
る
習
慣
を
つ
け
ま
し
ょ

う
（
計
画
力
）
。 

そ
し
て
、
例
え
ば
行
っ
た
コ
グ
ニ
ス
テ

ッ
プ
体
操
に
つ
い
て
、
毎
日
何
を
、
何
回

し
た
か
な
ど
、
行
っ
た
内
容
を
カ
レ
ン
ダ

ー
な
ど
に
記
録
す
る
と
、
記
憶
力
の
鍛
錬

に
も
な
る
（
記
憶
力
の
維
持
・
強
化
）
と

同
時
に
、
計
画
通
り
に
し
て
い
る
こ
と
を
、

視
覚
的
に
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
、
こ
の

こ
と
が
自
信
と
喜
び
に
も
繋
が
り
ま
す
。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

手足体操をしっかりされています 

機
能
訓
練
に
し
っ
か
り
と

取
り
組
ま

れ
て
い
ま
す
。
膝
関
節
痛
も
な
く
、
歩
行

も
安
定
し
て
い
ま
す
。
膝
関
節
痛
に
注
意

し
て
運
動
を
継
続
し
、
体
重
が
増
え
な
い

よ
う
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。
（
機
能
訓
練

担
当 

理
学
療
法
士 

揚
村
）
。 

昨
今
、
コ
ロ
ナ
禍
の
状
況
の
も
と
、
人

と
話
す
機
会
も
随
分
と
失
わ
れ
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
お
互
い
に
会
話
を
し
て
、

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
る
こ
と
は
、

認
知
症
予
防
の
た
め
に
、
と
て
も
大
切
な

こ
と
で
す
。 

人
と
会
話
を
す
る
時
は
、
相
手
の
表
情

や
気
持
ち
に
注
意
を
向
け
な
が
ら
話
し

を
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、
会
話
が
複

数
人
の
場
合
に
は
、
更
に
そ
れ
ぞ
れ
の
方

に
、
適
切
に
注
意
を
払
う
こ
と
も
必
要
と

な
り
ま
す
（
注
意
力
）
。
ま
た
、
話
し
て

い
る
内
容
に
つ
い
て
、
自
分
が
知
っ
て
い

る
こ
と
を
思
い
出
す
こ
と
も
求
め
ら
れ

（
記
憶
力
）
、
高
度
な
頭
脳
処
理
が
必
要

と
な
っ
て
き
ま
す
。 

デ
イ
サ
ー
ビ
ス

の
ご
利
用
者
様
な
ど

と
、
例
え
ば
、
栄
養
バ
ラ
ン
ス
の
採
れ
た

食
事
や
、
身
体
を
柔
軟
に
動
か
す
方
法
、

或
い
は
最
近
の
出
来
事
な
ど
に
つ
い
て
、

話
し
合
っ
て
み
る
習
慣
を
つ
け
て
み
ま

し
ょ
う
。 

 

少
し
 
工
夫
で
認
知
症
予
防
！ 

社会福祉法人みささぎ会 藤井寺デイサービスセンター 

社会福祉法人みささぎ会 認知症予防自立支援プロジェクト推進室 

足関節前屈トレーニング 

計
画
力
・
実
行
力
を
鍛
え
ま
し
ょ
う 

股関節屈曲筋肉を増強する 

筋力トレーニング 

歩行・立上りのための 

股関節筋力トレーニング 

スクワット 立ち上がり 

のための膝筋及び股関節 

強化を行う筋力増強トレ 

ーニング 

 

「物事を覚えて思い出す力」などをしっかりと維持しておられます 
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大阪大学大学院と当法人の共同研究 
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バーチャルリアリティー（VR） 

 を用いての場面。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＶＲ介入群参加者 

デイサービスセンター つどうホール利用者 ５名 

大仙もずの音 デイサービスセンター利用者 ８名 

 ＶＲ非介入群参加者 

藤井寺 デイサービスセンター利用者 ７名 

デイサービスセンター つどうホール利用者 １２名 
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新型コロナウイルスの感染予防のため、自粛を強いられるため、家庭生活での体操及び 

『脳トレーニングシート』を 18 地域に配布。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

藤井寺会（南藤井寺地区） 野中地区

陵南町地区 藤ヶ丘西地区

さくら町地区 中小山地区

春日丘新町地区 小山藤の里町地区

川北地区 西古室1丁目地区

青葉会（川北地区） 藤井寺地区

大井地区 南藤井寺地区

藤ヶ丘1・2丁目地区 松明会

やわらぎ会7班 やわらぎ会9班

配　布　地　域

藤井寺市地区

堺市地区
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 新型コロナウイルスの感染拡大を防止する観点から今年度も、介護予防教室を中止せざる

を得ない状況になりました。そこで家庭内における体操と『脳トレーニングシート』を開発

し、約 1200件の方々に昨年度より継続的に配布を行った。 

2022 年度も継続して配布して参る。 
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藤井寺市の高齢者数        

令和４年３月３１日現在 

 

総人口 ６３，４０８人  ≪高齢者年齢別人口内訳≫ 

   65～69歳 3,486人 

高齢者 １８，１６７人  70～74歳 4,794人 

  男 ７，７１７人  75～79歳 3,712人 

  女 １０，４５０人  80～84歳 3,154人 

高齢化率 ２８．７％  85～89歳 1,908人 

   90～94歳 853人 

   95～99歳 229人 

   100歳以上 31人 

 

 

要介護者認定状況                    令和 3年 4月末現在 

区分 
要支援

1 

要支援

2 

要介護

1 

要介護

2 

要介護

3 

要介護

4 

要介護

5 

合計 

合計 797 人 453 人 603 人 599 人 412 人 476 人 365 人 3705 人 

 

藤井寺市地域図 
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堺市の高齢者数 

令和４年３月３１日現在 

 

総人口 ８２３，６３４人  ≪高齢者年齢別人口内訳≫ 

   65～69歳 43,636人 

高齢者 ２３３，５０８人  70～74歳 63,922人 

  男 ９９，１１１人  75～79歳 48,428人 

  女 １３４，３９７人  80～84歳 40,440人 

高齢化率 ３１．３％  85～89歳 23,822人 

   90～94歳 9,931人 

   95～99歳 2,873人 

   100歳以上 456人 

 

要介護者認定状況                    令和 3年 9月末現在 

区分 
要支援

1 

要支援

2 

要介護

1 

要介護

2 

要介護

3 

要介護

4 

要介護

5 

合計 

合計 
12,639

人 

8,681

人 

9,362

人 

8,600

人 

6,356

人 

6,742

人 

4,913

人 

57,293

人 

 

堺市地域図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


